
日清食品カップ 北海道小学生陸上競技交流大会 

第 41 回北海道小学生陸上競技大会 開催要項 

 

１ 主  催  一般財団法人北海道陸上競技協会 北海道新聞社  

 

２ 主  管  苫小牧陸上競技協会 

 

３ 後  援  公益財団法人日本陸上競技連盟 公益財団法人 安藤スポーツ･食文化振興財団  

北海道教育委員会 苫小牧市教育委員会 公益財団法人苫小牧市スポーツ協会  

北海道小学校長会 公益財団法人日本スポーツ協会スポーツ少年団 苫小牧市 

 

４ 協  賛  日清食品ホールディングス株式会社 

 

５ 期  日  ２０２３年７月１７日（月・祝） ９：００競技開始予定 

 

６ 会  場  ヤクルト緑ｹ丘陸上競技場   苫小牧市清水町３丁目 3 番 26 号 

 

７ 参 加 者  小学校 5・6 年生の年齢に該当する児童 

        小学 5 年生種目：2012 年 4 月 2 日～2013 年 4 月 1 日の間に生まれた者 

        小学 6 年生種目：2011 年 4 月 2 日～2012 年 4 月 1 日の間に生まれた者 

 

８ 競技種目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 競技規則  ２０２３年度日本陸上競技連盟競技規則に基づくが、児童である年齢を考慮した教育的配慮のも 

        と、競技を進行する。 

 

１０ 競技方法(1)スパイクの使用は自由とする。使用の場合ピンはオールウェザー対応９ｍｍ以下の長さとする。 

             (2)トラック競技のスタートは、イングリッシュコールとし、同じ競技者が２回の不正スタートをした

時、その競技者を失格とする。 

(3)１００ｍ・８０ｍﾊｰﾄﾞﾙ・４×１００ｍﾘﾚｰの第 1 走者はクラウチングスタートとする。 

(4)予選を行う種目は、１００ｍと５・６年男女混合リレーのみとする。 

(5)８００ｍで１組の人数が１２名を超えた場合、グループスタートとする。 

(6)リレーにおけるマークは主催者が準備したものを使用すること。また、使用後のテープは必ずそ  

のチームの選手が外すこと。 

(7)８０ｍハードルは、ハードルの高さ７０ｃｍ、ハードル間７ｍ、ハードルの台数９台、スタート 

 から第１ハードルまで１３ｍ、最終ハードルからフィニッシュまで１１ｍとする。 

(8) 走高跳(はさみ跳)は、マットへの着地は足裏からとし、背・腹などからの着地は無効試技とする。 

(9) ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞ競技と個人種目の８０ｍH・走高跳・走幅跳・ｼﾞｬﾍﾞﾘｯｸﾎﾞｰﾙ投については、別の種目と

する。 

(10)フィールド競技の試技は３回とする。但し、ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞ種目の試技は２回（走高跳は、一つの高さ 

  に対する試技は２回）とする。 

学年・性別 種 目 

5 年男子 100m 1500m 80m ﾊｰﾄﾞﾙ 4×100m ﾘﾚｰ走高跳 走幅跳 ｼﾞｬﾍﾞﾘｯｸﾎﾞｰﾙ投   

6 年男子 
100m 1500m 80m ﾊｰﾄﾞﾙ 4×100m ﾘﾚｰ走高跳 走幅跳 ｼﾞｬﾍﾞﾘｯｸﾎﾞｰﾙ投 砲丸投 

ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞ A(80m ﾊｰﾄﾞﾙと走高跳) ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞ B(走幅跳とｼﾞｬﾍﾞﾘｯｸﾎﾞｰﾙ投) 

5 年女子 100m  800m 80m ﾊｰﾄﾞﾙ 4×100m ﾘﾚｰ走高跳 走幅跳 ｼﾞｬﾍﾞﾘｯｸﾎﾞｰﾙ投   

6 年女子 
 100m  800m 80m ﾊｰﾄﾞﾙ 4×100m ﾘﾚｰ走高跳 走幅跳 ｼﾞｬﾍﾞﾘｯｸﾎﾞｰﾙ投 砲丸投 

ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞ A(80m ﾊｰﾄﾞﾙと走高跳) ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞ B(走幅跳とｼﾞｬﾍﾞﾘｯｸﾎﾞｰﾙ投) 

5・6 年男女混合 4×100ｍﾘﾚｰ 



（11)ｼﾞｬﾍﾞﾘｯｸﾎﾞｰﾙ投は、主催者が用意した器具を使用する。やり投に準じて行うが、助走距離は１５ 

ｍ以内とし、距離の計測は器具が最初に地面についた地点から計測する。羽をもっての投てき、回 

転投を禁止する。 

(12)砲丸投は男女とも 2.721ｋｇ（中学女子の規格）とする。 

 

１１ 参加資格(1)各地方陸協が所管する地域の小学校・クラブチーム・少年団等に所属する５年生以上の児童。 

複数地域からの参加は認めない。 

(2)上記競技種目の男女別学年区分に限る。ただしリレー競技は下の学年が上の学年に入ることがで 

きる。（５年生以上） 

(3)各地方陸協で開催した「北海道小学生陸上記録会」において、個人種目３位まで（主管陸協４

位）、リレー種目２位まで（主管陸協３位まで）に入賞した選手、または、２０２３年度の競技会

において下記の参加標準記録を突破した選手。 

   ※順位による出場権はその選手が所属する協会の大会のみとする。 

※ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞ種目についてはそれぞれの２種目において全道大会参加標準記録を突破した選手にも

別途参加資格を与える。 

       (4)各地方陸協大会の順位で参加資格を得た者が参加を辞退した場合、繰り上げて参加資格を得るこ      

        とはできない。 

(5)参加標準記録 （2023 年 4 月 2 日以降～申し込み締め切り日までに突破しなければならない） 

種 目 ５年男子 ６年男子 ５年女子 ６年女子 

100ｍ 14.50 13.70 14.80 14.00 

1500m/800m 5.20.00 5.10.00 2.50.00 2.41.00 

80m ﾊｰﾄﾞﾙ 15.70 14.50 16.20 15.50 

4×100ｍﾘﾚｰ 1.01.00 56.50 1.02.50 58.50 

男女混合 4×100ｍﾘﾚｰ 57.50 

走高跳 1m15 1m25 1m10 1m23 

走幅跳 4m00 4m50 3m80 4m10 

砲丸投  8m50  6m50 

ｼﾞｬﾍﾞﾘｯｸﾎﾞｰﾙ投 38m00 46m00 30m00 38m00 

        (6)全国大会種目（男女 100m、ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞ A,B、男女混合リレー）に出場する選手は、日本陸連に登 

録しなければならない。登録の方法は別途北海道陸協の HP に掲載します。 

  

１２ 参加制限(1)１人個人種目１種目＋リレー１種目までとする。 

       (2)リレーは所属１チームまでとし、１チーム５名まで登録できる。５・６年男女混合リレーは男女各

２名で走り、走順に規定はない。補欠は男女各１名以内、合計６名以内の編成とする。 

但し、複数チームへの登録はできない。 

        ①チームは学校・クラブチーム・少年団単位とする。 

        ②男女混合リレーの優勝チームが全国大会代表チームとなることに留意して登録すること。 

（16 全国大会の項を参照） 

１３ 申込方法※個人情報について、大会参加に際して提供される個人情報は本大会活動に利用するものとし、こ 

れ以外の目的に利用することはありません。 

(1)各所属団体・学校・個人 

 ・北海道陸協ホームページ（http://hokkaido-rikkyo.jp/）から全道小学専用参加申込書（様式１）

をダウンロードし、必要事項を明記し、下記へ E メールの添付ファイルで提出する。この申込書

は、所属陸上競技協会にも提出する。（各陸協から指示あり） 

・参加料は セブン銀行 パンジー支店  

店番号１０３ 口座番号３７１６２５２ 野村 穂乃香 宛に振り込む。 

              大会名、チーム名を記入すること。 

(2)各地方陸協担当者 

 ・北海道陸協ホームページから、参加人数・参加料一覧（様式２）、派遣審判員氏名報告書 



（様式３）をダウンロードし、必要事項を明記し、（様式２）、（様式３）、決勝記録一覧表を E 

メールの添付ファイルで提出する。 

申し込み先 E メールアドレス：2023mosikomi@gmail.com 

       (3)参加料 １種目１，５００円  リレー３，０００円 

       (4)締切日 ２０２３年６月１５日（木）期日厳守 （様式１～３）及び参加料 

       (5)問い合わせ先 苫小牧陸上競技協会 ０８０－５８３０－９３６４ 

 

１４ 表  彰 ・１位～３位までの入賞者を表彰する。表彰時にはメダルのみ授与し、賞状は後から係から受け取

る。４位～８位までの入賞者は所定の場所にて賞状を係から受け取る。 

        ・６年生の男女各１名に「優秀競技者賞」を授与する。（発表は当日。盾は後日、所属陸協に送付

する） 

 

１５ そ の 他(1)各地方陸協は必ず５名以上の審判員を派遣してください。氏名報告をお願いします（様式３）。 

       (2)参加者は万一の事故に備えて、事前にスポーツ傷害保険に加入してください。本大会は応急処置 

の準備はありますが、それ以上は本人の負担で処理をお願いします。 

       (3)プログラム・アスリートビブスは、７月１６日（日）１３：００から１６：００まで競技場正面玄 

        関付近で配布いたします。各陸協単位で受付をお願いします。なお、大会当日は７：３０より主管 

        陸協で一括して受付を行います。プログラムは選手・審判員に無償で一人 1 冊配布します。 

(4)競技場は１６日（日）１３：００から１７：００まで開放します。【時間厳守】 

ｼﾞｬﾍﾞﾘｯｸﾎﾞｰﾙは各自ご用意ください。そのほかの用器具等は各自責任を持って返却してください。 

(5)テント設置場所は大会ホームページを参照してください。大会前日の場所取りは一切できません。 

(6)大会当日の競技場開門時間は７：００の予定です。 

(7)一般の駐車場は、競技場隣の臨時駐車場または金太郎池駐車場をご利用ください。 

(8)宿泊・弁当の斡旋は行いません。 

 (9)ごみの処分は各自でお願いします。特に団体で申し込んだ弁当類につきましては団体ごとに処分し 

てください。 

(10)本大会の開催要項等の情報は（一財）北海道陸上競技協会または苫小牧陸上競技協会のホームペー 

ジをご覧ください。                         

 

１６ 第 39 回全国小学生交流大会について 

【９月１６日(土)・１７日(日)：横浜市・日産スタジアム】の代表選考は以下のとおり。 

        (1)全国大会の出場は男女混合４×１００ｍﾘﾚｰを含め１人１種目に限る(大会規定による)。             

        (2)男女混合４×１００ｍﾘﾚｰは優勝チームを代表とする。したがって、優勝チームの本大会の登録 

（６名とも）の個人種目での全国大会の出場は認められない。また、登録選手は本大会登録選手と 

し、変更は認められない。 

        (3)１００ｍは５年男女と６年男女の優勝、ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞＡとＢはそれぞれの６年生男女の優勝者とする。 

        (4)優勝者が代表を辞退した場合、次の順位の選手を代表とする。 

        (5)全国大会に出場する選手は、全国大会出場者結団式（主催：北海道陸協）への参加を義務づける。 

 

１７ 映像・動画・画像の二次使用について 

   本大会主催者が認めた報道機関や大会の協賛・後援の各団体が撮影した大会の映像・動画・画像・記事・個人情

報 等を、主催者および主催者が認めた第三者が大会運営および宣伝等の目的で、大会ポスター・プログラム・パ

ンフレット・大会報告等への使用、およびテレビ・ラジオ・新聞・雑誌・SNS・ホームページ等の媒体に掲載する

ことがある。 

 

１８ 新型コロナ感染症対策について 

（１）次の事項に当てはまる場合は、大会参加を辞退、観戦しないこと。また、感染が疑われる場合は、参

加、観戦を自主的に見合わせること。 

①感染症罹患中、および回復後十分な時間が経過していない場合。回復後、十分な時間とは厚生労働省

の指針に従い、次の通りとする。    

  ・新型コロナウィルス感染症の症状がある場合は１０日間、症状がない場合は７日間を経過している



こと。      

・インフルエンザについては、発症後５日間を経過し、解熱後２日間を経過していること。 

②発熱、咳、咽頭痛等の感染症の発症が疑われる場合は出場、観戦を自粛すること。 

③過去５日以内に新型コロナウイルス陽性判定を受けた者との濃厚接触がある者は、出場、観戦を自粛

すること。         

（２）マスクの着用は個人の判断に委ねるものとする。ただし、マスクを着用する者は、熱中症予防に留意す

ること。       

（３）日頃より、体調管理に留意し、感染症対策を十分に理解し、各個人で責任を持って競技会に参加、観戦

すること。      

（４）３密（密集、密閉、密接）回避を励行すること。     

  ・テント、招集所等の人が集まる空間は互いに適度な距離を保ち、風通しをよくし換気を心がけるこ

と。 

  ・声を出しての応援は制限しないが、密集を避けて行うか、マスクを着用するなど、飛沫が飛ばない

ように特段の注意を払って行うこと 

（５）手洗い場所の石鹸、手指消毒用のアルコールを設置するので、手指を清潔に保つことを心がけること。 

（６）大会主催者は、競技会に関わるすべての人の感染に対しては、いかなる責任も負わないものとする。参

加者、観戦者は、各個人の判断と責任において感染対策をして行動すること。 

 


